
12 水滴の落下に伴う下降気流による霧の人工消散試験

である．そうして対流の渦の下降部の霧が消散する筈で

ある．5回の試験の中で効果の認められた4回の中，3

回は日出後であり，午後1回の成功した例も内陸の霧塊

の端に相当するため，やはり不安定な部分に相当してい

たと考えられる．

　なお人工的に消散した霧層の面積から考えて，水滴に

よる雲粒の捕捉や凝結は間題にならない．

　今後，この方法による実用性を確かめるためには次の

点が考慮されなければならない．

　1）散水速度を1桁くらい増大すること．

　2）　水滴の落下に伴う下降気流と航空機自体に起因す

　　る下降気流を量的に区別すること．

　3）散水効果を確実に判別するために別の偵察機が必

　　要である．

　4）霧層内の気温分布をその場で測定すること．

　5）安定な場合及び不安定な場合をはっきり見極めて

　　試験すること．

　上述の点を考慮して次のシーズンの散水試験を準備中

である．

　むすび
　散水の予備実験，霧層の実体調査並に散水試験の結果，

次のことが結論される．

　日中の衰退期の霧に関しては200」2程度の散水で霧層

を層雲形から積雲形に変えて部分的に霧を消散させるこ

とが出来る．この原理で実用化するには更に一桁大きい

試験を行なう必要がある．

　この方法は燃料を要しない加熱法で経済的には非常に

優れているが夜間などの優勢で安定な霧の消散には利用

の可能性が少い．
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